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ソ
ウ
ジ
ャ
　
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
デ

イ
」
は
、
外
国
人
と
共
に
手

を
と
り
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
。
外
国
人
と
の
共

生
の
道
の
あ
り
方
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
、
音
楽
や
食
を
通
じ
て

交
流
を
図
る
交
流
フ
ェ
ス
タ
の
２

本
立
て
で
開
催
し
ま
し
た
。

カ
ス
ト
ロ
・
ネ
ー
ベ
ス
駐
日
ブ

ラ
ジ
ル
大
使
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
以
外

に
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
「
エ
ス
コ

ー
ラ
・
オ
カ
ヤ
マ
・
モ
モ
タ
ロ
ウ
」

（
駅
前
一
丁
目
）
の
訪
問
や
交
流
フ

ェ
ス
タ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
在

日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
皆
さ
ん
は
、
談

笑
し
た
り
記
念
写
真
を
求
め
た
り

と
、
大
使
の
訪
問
を
歓
迎
。「
新
た

な
き
ず
な
が
で
き
て
い
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
う
。
在
日
ブ
ラ
ジ
ル

人
に
は
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
、

地
域
社
会
に
と
け
込
ん
で
ほ
し
い
」

と
大
使
は
話
し
ま
し
た
。

市
が
進
め
る
多
文
化
共
生
の
大

き
な
柱
の
一
つ
に
生
活
支
援
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
小
・
中
学
校

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
転
入
を
図
る

「
虹
の
架
け
橋
教
室
」
の
開
設
や
相

談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
に
と
け
込
む
た
め
に
は
、
こ

れ
ら
の
支
援
と
と
も
に
、
受
け
入

れ
る
日
本
人
側
が
文
化
の
違
い
を

理
解
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
交

流
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
た
総
社
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
は
、
今
年

２
月
か
ら
週
１
回
、
踊
っ
た
り
食

事
を
し
た
り
し
て
、
在
日
ブ
ラ
ジ

ル
人
と
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

加
藤
寿
美
子
会
長
（
山
田
）
は
、

「
か
し
こ
ま
ら
ず
自
然
体
で
楽
し
く

し
て
い
ま
す
。
長
い
目
で
交
流
が

で
き
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
言
葉
な
ど
の

教
育
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
側
の

あ
り
方
な
ど
へ
の
意
見
も
出
ま
し

た
。
相
手
を
知
り
、
歩
み
寄
り
、

助
け
合
う
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
市
は
、
覚
書

を
交
わ
し
た
浜
松
市
や
、
協
定
を

締
結
し
た
ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ
か
ら

ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
な
が
ら
、
外
国
人

の
教
育
、
生
活
支
援
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画
な
ど
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

音
楽
と
食
で
交
流

zフォークダンスを楽し
むブラジル人女性　xサン
バの曲に合わせて楽しむ子
どもたち　c和太鼓をたた
くブラジル人の子どもたち
vホットドッグを買い求め
る人々　bブラジル料理の
パステウを味わう　nウイ
ンナーや肉を焼く。食欲を
そそる香りが広がっていた
mステージでサンバチーム
のサンバブラジルとサンバ
を楽しむブラジル人の子ど
もたち

７

３２

４

１ ５

６

人材育成の覚書を締結
フォーラムに先だって、市と浜松市は

「浜松市・総社市の多文化共生に資する
人材育成等に係る覚書」を締結。市長と
鈴木康友浜松市長が署名し、浜松市での
市職員の実務研修、生活相談員や日本語
ボランティアなどの育成の相互協力をう
たった覚書を取り交わした。〔写真上〕

国際名誉顧問に委嘱
カストロ・ネーベス駐日ブラジル大使

を、「総社市国際名誉顧問」に委嘱。今後
の総社市の多文化共生の推進に、アドバ
イスや支援の協力をお願いした。写真は、
国際名誉顧問のたすきを掛け、フォーラ
ムの基調講演をする大使。〔写真下〕

浜
松
市
と
覚
書

大
使
を
国
際
名
誉
顧
問
に

特 集

サンロード吉備路での交流フェスタを訪ねたカスト
ロ・ネーベス駐日ブラジル大使と話す人たち フォーラムの最後で「友達になるために」を歌うブラジル人学校の子どもたち

「ソウジャ　ブ
ラジリアンデイ

」の

開催の意義を今
後につなげる。




